
南九州市地域おこし協力隊活動報告書

受入先 南九州市茶業振興会

役職

隊員氏名 窪　拓摩

着任日 令和３年２月１日

活動月 令和４年１月（着任１年０カ月目）

主な活動 １年始の各種取組内容報告
２外部企業との連携、ブランディングづくりの商談
３SNS強化での情報発信、地域を超えた情報交流への注力

１. 年始の各種取組内容報告

写真：休眠中の茶畑と開聞岳（知覧町・高塚丘より）

年をまたいだ連休後の年始は、茶業の方々へのご挨拶まわりからスタート。大きな催事・イベント
はなかったものの、今年の新茶に向けた取組計画や外部企業とのオンライン商談など仕込み作
業をしつつ、知覧茶サプリの配布作業（知覧/川辺/頴娃）や各茶業会員への重要書類発送業務
などの南九州市内へ向けた取組を実施しております。

また、嬉しい報告としましては、鹿児島県内外の大学生/大学院生数名から、知覧茶に関する研
究や、卒業論文の聞き取り依頼をいただき、対応致しました。
非常に熱心な質問内容を多くいただき、現在進行形の研究/論文の発表をいただいた際は、ぜひ
茶業関係各所に見ていただきたい素晴らしい内容に感銘を受けたところです。



南九州市地域おこし協力隊活動報告書

２. 外部企業との連携、ブランディングづくりの商談

写真：(左)株式会社吉村様オンライン内覧会でのご報告 / (右)Leaf Tea Cup

ようやく県外移動など、人やモノ等の流動性が活発になり始めた矢先、再び感染者が世界中で
拡大と、なかなか本来の自分が得意とする分野での茶業振興活動ができず、もどかしい状況が
続いております。
そんな中でも、急速に市場で浸透してきている「オンライン」を活用した取組において、日頃よりお
世話になっている（株）吉村様のオンライン内覧会に参加いたしました。

オンライン内覧会では、早くも今年の『新茶』に向けた新パッケージのご紹介や、茶業参加者同士
の情報交換会など、盛りだくさんの内容にて進行していきました。
また、内覧会の中で昨年から商品化し着実に人気になりだしている、知覧茶葉入りのカップ『
Leaf Tea Cup』の取組内容をご紹介いただきました。

商品をつくられているお店の多くは、カジュアルな茶葉を使用しより親しみやすいポジションでの
販売を展開されている中、私たちがつくっているLTCに入っている茶葉は、一番茶などの「上級煎
茶」を使用し、カジュアルながらより本格的な味わいを提供しているという点で、全国の参加業者
より高い評価をいただきました。
加えて、対面でのブランディングとSNSを活用したブランディングの両面で進行しているところも
話題となりました。

「どこで飲むことができるのですか？」という各所からのお問い合わせにご対応すべく、この度南
九州市頴娃町にございますいせえび荘様にご採用をいただき、お召し上がりいただくことができ
ますので、東シナ海と開聞岳の絶景と共にぜひお楽しみいただきたく思います。

写真：頴娃町にある「いせえび荘様」でお楽しみいただけます！
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３．SNS強化での情報発信、地域を超えた情報交流への注力

写真：知覧茶ポスターデザインの作品がバーチャルギャラリーで展示中🍵

今月は、昨年全国よりご応募をいただき大きな反響を呼びました『知覧茶ポスターデザイン』の作
品の一部をご紹介いたします。
現在、大賞、優秀賞に輝きました作品を含む４８作品が、バーチャルギャラリーにて展示中でござ
いまして、外出をしなくてもネット環境のもとでお楽しみいただけます。
こちらに展示いただいている作品をつくられたのは、これから世界をリードしていく東京テクニカル
カレッジWebクリエーター科の若きアーティストの皆様です。

▼バーチャルギャラリーはこちらから
http://realjobproject.sakura.ne.jp/vg2021/
※Wi-Fiが繋がる環境下で、タブレットやPCなどでの楽しみ方をおすすめいたします。
iPhone/Androidなどからも可

まさしく、コロナ禍だから「できない」という魔法のような言葉で片付けず、何か「できる」のではな
いかと動いた結果、生まれた素晴らしいプロジェクトであると感じています。
毎度のことですが、良いプロジェクトを一過性の取組とするのではなく、今後も派生して長期の取
組として展開していけたらと感じています。

http://realjobproject.sakura.ne.jp/vg2021/
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直近の取組計画としましては、大賞作品のポスター
作成を予定しております。
こちらは、南九州市内の知覧茶生産工場や販売所
から、県内外での知覧茶PRポスターとして活用して
参ります。

また、今回苦渋の決断にて受賞をされなかった作
品も、非常にクオリティと知覧茶に対する思いが高
いものばかりであり、より多くの方々にお楽しみいた
だけるよう、展開を計画しておりますので、乞うご期
待ください。

以上、簡単ではございますが当月の報告と致しま
す。

写真：大賞作品「飲めば そこは 南九州」


